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(57)【要約】
　リバース・リンク伝送の混成方法は、特に無線パケッ
ト・データ・システムにおいて性能の向上をもたらす。
方法は、ＯＦＤＭＡ伝送およびＭＣ－ＣＤＭＡ（マルチ
キャリアＣＤＭＡ）伝送の両方の態様を含む。１つの実
施形態において、ＭＣ－ＣＤＭＡパイロット信号が使用
され、タイムスロットのデータ部分はＭＣ－ＣＤＭＡフ
ィールドおよびＯＦＤＭＡフィールド間で区分される。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　パイロット信号に割り当てられたタイムスロットの１つまたは複数の部分でＭＣ－ＣＤ
ＭＡパイロット信号（２０、４０）を、無線ネットワークのリバース・リンクを介して伝
送する工程と、データ信号に割り当てられた前記タイムスロットの一部分でＯＦＤＭＡデ
ータ信号（３０）を、前記リンクを介して伝送する工程とを備える方法。
【請求項２】
　パイロット信号に割り当てられたタイムスロットの１つまたは複数の部分でＭＣ－ＣＤ
ＭＡパイロット信号（２０、４０）を、無線ネットワークのリバース・リンクを介して伝
送する工程と、ＭＣ－ＣＤＭＡデータ信号（５０）およびＯＦＤＭＡデータ信号（３０）
のうちの少なくとも１つを前記タイムスロット内で、前記リンクを介して伝送する工程で
あって、前記ＭＣ－ＣＤＭＡデータ信号および前記ＯＦＤＭＡデータ信号は前記タイムス
ロットの異なる部分で伝送される工程とを備える方法。
【請求項３】
　ＭＣ－ＣＤＭＡデータ信号を伝送するかどうかを選択する工程をさらに備える請求項２
に記載の方法。
【請求項４】
　前記選択する工程は、トラフィック統計に少なくとも部分的に基づいて必要な伝送速度
を推定する工程と、前記必要な伝送速度がしきい値よりも小さい場合に限り前記ＭＣ－Ｃ
ＤＭＡデータ信号を伝送するように選択する工程とを備える請求項３に記載の方法。
【請求項５】
　無線ネットワークのリバース・リンクを介してデータを伝送するためにＯＦＤＭＡサブ
チャネルの少なくとも１つの望ましい幅を一連の幅から選択する工程と、選択された幅を
有するサブチャネルを要求する工程と、サブチャネルの許可を受け取る工程と、前記デー
タを前記許可されたサブチャネルを介して伝送する工程とを備える方法。
【請求項６】
　パイロット信号に割り当てられたタイムスロットの１つまたは複数の部分でＭＣ－ＣＤ
ＭＡパイロット信号（２０、４０）を、無線ネットワークのリバース・リンクを介して受
信する工程と、データ信号に割り当てられた前記タイムスロットの一部分でＯＦＤＭＡデ
ータ信号（３０）を、前記リンクを介して受信する工程とを備える方法。
【請求項７】
　パイロット信号に割り当てられたタイムスロットの１つまたは複数の部分でＭＣ－ＣＤ
ＭＡパイロット信号（２０、４０）を、無線ネットワークのリバース・リンクを介して受
信する工程と、ＭＣ－ＣＤＭＡデータ信号（５０）およびＯＦＤＭＡデータ信号（３０）
のうちの少なくとも１つを前記タイムスロット内で、前記リンクを介して受信する工程で
あって、前記ＭＣ－ＣＤＭＡデータ信号および前記ＯＦＤＭＡデータ信号は前記タイムス
ロットの異なる部分で受信される工程とを備える方法。
【請求項８】
　無線ネットワークのリバース・リンクを介してデータを伝送するためにＯＦＤＭＡサブ
チャネルの要求を受信する工程であって、前記要求は前記サブチャネルの望ましい幅を指
定する工程と、前記要求された幅のサブチャネルが使用可能である場合、前記要求を受け
入れることにより前記要求に応じるが、前記要求された幅が使用不可能である場合、異な
る幅のサブチャネルを許可する工程とを含む方法。
【請求項９】
　無線ネットワークの前記リバース・リンクで伝送を行う際に前記ユーザが使用するため
のサブチャネルを求める複数のユーザからの要求を受信する工程であって、各要求は前記
関連するユーザのトラフィック需要に関連する伝送しきい値のレポートを含む工程と、
　少なくとも最大伝送しきい値を報告したユーザにサブチャネルを許可する工程と、
　アドバタイズされた伝送しきい値を前記複数のユーザにブロードキャストし、それによ
り前記ユーザが前記アドバタイズされた伝送しきい値よりも小さい伝送しきい値を報告す
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ることを防ぐ工程であって、前記アドバタイズされた伝送しきい値はサブチャネルが割り
当てられるようにした最後の報告された伝送しきい値である工程とを備える方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、無線ネットワークに関し、より詳細には、パケット・データを通信するため
の無線ネットワークにおけるリバース・リンク伝送方式に関する。
【背景技術】
【０００２】
　パケット・データを通信することができるさまざまな種類の無線ネットワークが知られ
ている。たとえば、ＣＤＭＡ技術において、そのようなシステムはＥＶ－ＤＯ　Ｒｅｖ．
０およびＥＶ－ＤＯ　Ｒｅｖ．１を含む。一般に、ＣＤＭＡシステムにおけるリバース・
リンク・アクセスは、ユーザに、個別に割り当てられた拡散符号上でそのパイロットおよ
び情報信号を変調させることにより達成される。パイロットおよびその他の制御信号は、
データと符号多重化される。一般に、各ユーザは、すべてのタイムスロットでパイロット
信号を伝送する。
【０００３】
　ＯＦＤＭＡ技術において、パケット・データを通信することができる無線ネットワーク
もある。そのようなネットワークは、たとえば、ＩＥＥＥ　８０２．１６標準に準拠する
ものを含む。一般に、ＯＦＤＭＡシステムは、リバース・リンク伝送に使用可能な総帯域
幅を狭い副搬送波に分割する。副搬送波のグループは、集合的にサブチャネルを構成する
。所与のタイムスロットにおいて、各ユーザは、相互に直交し、他のユーザに割り当てら
れているサブチャネルと直交する１つまたは複数のサブチャネルを割り当てられうる。サ
ブチャネルの割り当ては、タイムスロットごとに変化する場合もある。各ユーザは、サブ
チャネルが割り当てられたタイムスロットでバーストで伝送する。いくつかの副搬送波が
、特にパイロット信号に対して割り当てられる。各ユーザは、データ伝送に割り当てられ
ているサブチャネルのパイロット副搬送波でパイロット信号を伝送する。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　ＣＤＭＡ技術およびＯＦＤＭＡ技術はいずれも、ある種の欠点がある。たとえば、ユー
ザ間の干渉は、ＣＤＭＡシステムにおいて比較的高くなる傾向にあり、そのため、リバー
ス・リンクの総伝送速度を制限する可能性もある。一方、ＯＦＤＭＡシステムにおいて、
サブチャネルの割り当てをサポートするために、かなりの量の信号オーバーヘッドが必要
とされる。このことは、リバース・リンク・データ伝送に使用可能なリソースを制限する
。いずれの技術においても、セルの縁部付近のユーザは、一般に比較的高出力で伝送する
必要があり、近隣のセルに干渉する傾向がある。
　したがって、依然として、さらにリバース・リンクの性能が良好な無線システム、特に
無線パケット・データ・システムが必要とされている。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　本発明者らは、特に無線パケット・データ・システムにおいて、性能の向上をもたらす
リバース・リンク伝送の混成方法を開発した。方法は、ＯＦＤＭＡ伝送およびＭＣ－ＣＤ
ＭＡ（マルチキャリアＣＤＭＡ）伝送の両方の態様を含む。ＭＣ－ＣＤＭＡにおいて、Ｏ
ＦＤＭＡ副搬送波およびＣＤＭＡ拡散符号が共に使用される。しかし、副搬送波は、サブ
チャネルにグループ化されない。その代わり、一般的に言えば、すべてのユーザはすべて
の副搬送波を占有する。各ユーザは、リバース・リンク伝送用に信号を変調する少なくと
も１つの個別に割り当てられた拡散符号を有する。ＭＣ－ＣＤＭＡパイロット信号は、伝
送タイムスロットの特定部分を占有する。それぞれのパイロット信号は、符号多重化され
る。



(4) JP 2008-546244 A 2008.12.18

10

20

30

40

50

【０００６】
　１つの態様において、方法は、ユーザが、所与のタイムスロット内で、ＭＣ－ＣＤＭＡ
パイロット信号およびＯＦＤＭＡデータ信号を伝送することを含む。関連する態様におい
て、方法は、基地局が、所与のタイムスロット内で、ＭＣ－ＣＤＭＡパイロット信号およ
びＯＦＤＭＡデータ信号を受信して処理することを含む。
【０００７】
　もう１つの態様において、方法は、ユーザが、データ信号をＯＦＤＭＡ方式またはＭＣ
－ＣＤＭＡ方式のどちらで伝送するかを選択基準に基づいて選択することを含む。所与の
タイムスロット内で、ユーザは、ＭＣ－ＣＤＭＡパイロット信号を伝送し、選択された方
式でデータ信号を送信する。
【０００８】
　もう１つの態様において、方法は、ユーザが、送信リンク伝送のためにネットワークに
１つまたは複数のサブチャネルを要求する場合に少なくとも１つの望ましいサブチャネル
幅を指定することと、異なる幅を有するサブチャネルのセットからサブチャネル割り当て
を受信することと、割り当てられたサブチャネルまたはサブチャネルで伝送を行うことと
を含む。
【０００９】
　もう１つの態様において、方法は、ユーザが、送信リンク伝送を行うために２つ以上の
サブチャネルが使用可能であると判別することと、サブチャネルの優先順序付けに従って
前記チャネルのうちの１つを取得することと、取得したサブチャネルで伝送を行うことと
を含む。
【００１０】
　もう１つの態様において、方法は、基地局が、要求された幅が使用可能である場合、要
求を受け入れることによって所与の幅のサブチャネルのユーザ要求に応じるが、要求され
た幅が使用不可能である場合は異なる幅のサブチャネルを許可することを含む。
　新しい方法のその他の態様は、以下の説明を読めば明らかとなろう。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１１】
　図１において、ユーザによるリバース・リンク伝送の例示的なタイムスロットが示され
る。以下に説明されている場合を除き、タイムスロットは、たとえば適切な標準によって
述べられているようにＯＦＤＭＡタイムスロットとして周波数および時間で構成される。
図に示されるように、タイムスロットの総持続時間は、時間で連続する複数の異なるフィ
ールドに分割される。フィールド１０は制御信号専用であり、フィールド２０および４０
はパイロット信号用であり、フィールド３０はデータをＯＦＤＭＡ方式で伝送するための
ものであり、フィールド５０はデータをＭＣ－ＣＤＭＡ方式で伝送するためのものである
。
【００１２】
　ＯＦＤＭＡフィールド３０とＭＣ－ＣＤＭＡフィールド５０との間のタイムスロットの
適切な部分の区分は、柔軟である。つまり、これらのフィールドの相対持続時間は、変更
されうる。区分は、たとえば、要求されているサービスの種類、セルの大きさ、およびお
そらくは他の要因に応じて、基地局によって設定されてもよい。サービスは、特に、高速
ストリーミング、ＶｏＩＰ（Ｖｏｉｃｅ　Ｏｖｅｒ　ＩＰ）、およびゲーミングを含むこ
とができる。ユーザはサービス・フローごとにデータ方式を１回選択するので、フィール
ド３０およびフィールド５０の両方において所与のタイムスロット内で伝送することが可
能である。
【００１３】
　ＯＦＤＭＡフィールド３０の伝送の場合、ＯＦＤＭ副搬送波の少なくとも一部が別個の
直交のサブチャネルにグループ化される。拡散符号を使用しない場合、そのようなサブチ
ャネルは各々、多くとも１つのユーザによって占有されうる。拡散符号を使用する場合、
そのようなサブチャネルは各々、すべてのそのようなユーザが相互に直交する符号を採用
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するとすれば、複数のユーザによって占有されうる。少なくとも一部の場合において、平
均化効果を通じてｏｕｔ－ｏｆ－ｃｅｌｌ干渉を軽減するために、ＯＦＤＭＡフィールド
３０の伝送が周波数ホッピングを採用することは有利となる。
【００１４】
　少なくとも一部の場合において、可変幅のサブチャネルを提供することによって、等し
い幅を有する標準的なサブチャネルから外れることは有利となる。このことは特に、基地
局からさまざまな距離において分散されているユーザを備えるセルの場合に当てはまる。
比較的基地局の付近に位置するユーザは、他のセルに引き起こす干渉が少ないので、セル
の縁部付近に位置するユーザに比べて高出力で受信されうる。したがって、効率的に占有
されうる帯域幅は送信電力の増大に応じて増加する傾向にあるので、基地局に最も近いユ
ーザが一般に、セルの縁部のユーザに比べてより大きい帯域幅を占有することを許可され
うる。
【００１５】
　たとえば、２００の副搬送波のセットは、構成要素副搬送波のそれぞれの数によって測
定される、６４、３２、３２、１６、１６、１６、８、８、４、４の幅の１０の別個のサ
ブチャネルにグループ化されうる。
　通常、副搬送波のセットのサブチャネルへの区分は、半静的になる。たとえば、これは
、季節ベースで、またはネットワークへの物理的変更によって決まるように、再構成され
うる。
【００１６】
　サブチャネルの幅を可変にするそのような体系の１つの利点は、信号オーバーヘッドを
減少させることにある。つまり、ネットワークは、複数のチャネル割り当てをネゴシエー
トする必要なく、１つの比較的広いサブチャネルを単に割り当てることによって、複数の
標準的なサブチャネルを求めるユーザ要求に応じることができる。その結果、オーバーヘ
ッドは、サブチャネル要求およびサブチャネル許可の両方において軽減される。
【００１７】
　ＭＣ－ＣＤＭＡフィールド５０の伝送は、少なくとも一部の副搬送波で発生する。しか
し、適切な副搬送波が、そのような伝送を目的として別個のサブチャネルにグループ化さ
れることはない。その代わり、すべてのユーザはすべてのそのようなサブチャネルで伝送
するが、各ユーザはその伝送を１つまたは複数の個別に割り当てられた拡散符号で変調す
る。
【００１８】
　セル縁部のユーザは通常、ユーザを直交させることの利点が少ない低スペクトル効率値
でしか信号を送ることができないので、ＭＣ－ＣＤＭＡ伝送は、セル縁部付近のユーザに
とって特に有利である。その結果、サブチャネルの要求およびサブチャネルの許可を信号
通知する追加のオーバーヘッドは認可されない。
【００１９】
　現在アクティブな各ユーザは、データがそのスロットで伝送されているかどうかにかか
わらず、各スロットでＭＣ－ＣＤＭＡパイロット信号を伝送する。ユーザは、アクティブ
なＭＡＣ（媒体アクセス制御）プロトコル状態にある場合、「アクティブ」である。パイ
ロット信号は、ユーザの送信電力制御に対してスロットベースで使用される。好ましくは
、高速出力制御が使用される。
【００２０】
　各パイロット信号は、フィールド２０およびフィールド４０上で分配されるシーケンス
として伝送される。チャネル推定を２つのフィールド間に補間することは望ましくないド
ップラー関連のエラーの解消に役立つため、パイロットシーケンスを２つのフィールド（
つまり、フィールド２０およびフィールド４０）に分離することは有用である。
【００２１】
　パイロット信号はＭＣ－ＣＤＭＡ方式であるため、ネットワークがパイロット伝送用に
特定の副搬送波を割り当てる必要はない。このことは、データ転送速度の決定にとっても
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、基地局で複数のアンテナが使用可能な場合のビーム形成にとっても重要である高速出力
制御を容易にするので有利である。
【００２２】
　追加のパイロットトーンは、信号対干渉比（ＳＩＲ）の推定のために各サブチャネルで
定義されうる。
　各ユーザは、パイロット出力制御（好ましくは高速出力制御）およびトラフィック対パ
イロット比（Ｔ２Ｐ）の形態で基地局によって提供される情報を使用して、その送信電力
および伝送速度を自律的に設定する。この点において有用な出力制御およびＴ２Ｐアルゴ
リズムは、たとえば適切なＣＤＭＡ標準において述べられている、対応するアルゴリズム
と類似している。
【００２３】
　ＯＦＤＭＡサブチャネルの分散割り当てのための例示的な手順によれば、基地局は、た
とえば各サブチャネルのシングル・ビットをブロードキャストすることにより、各サブチ
ャネルが現在占有されているかどうかを示す指示を送信する。各ユーザは、要求されるべ
き、または伝送を行うべきサブチャネルを選択する前に、このブロードキャストを監視す
る。
【００２４】
　ユーザは、少なくとも部分的に、使用可能な出力に従って、サブチャネルを選択する。
概して、より高い出力により、所与の受信電力スペクトル密度を維持しながら、より広い
サブチャネルが使用されうる。加えて、ユーザは、部分的に、ユーザがサブチャネルに課
した優先順位付けに従って、サブチャネルを選択することができる。たとえば、好ましい
無線周波数伝搬条件を経験しているユーザは、より広いサブチャネルを最初に配置する順
序付けを選択してもよい。少なくとも一部の場合において、類似した伝搬条件を経験して
いるユーザが類似する幅のサブチャネルのグループからさまざまなサブチャネルを選択す
ることは有利となる。そのような手法は、そのようなユーザの間の直行性を最大化する傾
向が高い。
【００２５】
　数値Ｋは、あらかじめ定められている。基地局からの最後のＫインジケータ信号が、所
与のサブチャネルが空であることを示す場合、ユーザはそのサブチャネルで伝送を開始す
ることができる。空サブチャネルが使用可能ではない場合、ユーザは、適切なサブチャネ
ルをビッドすることができる。ビッドは、「競合チャネル」と呼ばれる、その目的で提供
された特殊なチャネルで行われる。例示的なビッド手順は、以下に説明される。基地局は
、ビッドを勝ち取った各ユーザのＭＡＣ－ＩＤをブロードキャストする。
【００２６】
　前述のように、各ユーザは、その選択されたサブチャネルでのその伝送速度を自律的に
決定する。速度の決定は、そのサブチャネル上のＳＩＮＲ（信号対干渉雑音比）の推定に
基づく。ＳＩＮＲは、たとえばパイロットＳＩＮＲ、Ｔ２Ｐ、およびＴ２Ｐ乗数から推定
される。各サブチャネルは、個別に割り当てられたＴ２Ｐ乗数を有することができる。Ｔ
２Ｐ乗数は、サブチャネルの幅に従って送信電力を調整することができるようにする。
【００２７】
　１つの実施形態における通信方法によれば、ユーザは、本発明者らがＤｉｓｔｒｉｂｕ
ｔｅｄ　Ｒｅｓｏｕｒｃｅ　Ａｌｌｏｃａｔｉｏｎ（ＤＲＡ）Ｐｒｏｃｅｄｕｒｅ　ｆｏ
ｒ　Ｕｓｅｒｓと称する、以下に一覧される工程を含む工程のシーケンスを実行すること
により、データ伝送に必要なリソースを取得する。少なくとも一部のネットワークにおい
て、ＤＲＡ　Ｐｒｏｃｅｄｕｒｅは、サービス・フローごとにスロットあたり１回実行さ
れうる。したがって、図１のタイムスロット構造を考慮すれば、ＤＲＡ　Ｐｒｏｃｅｄｕ
ｒｅはタイムスロットあたり２回実行されうるので、少なくとも一部のタイムスロットに
おいてＯＦＤＭＡフィールドおよびＭＣ－ＣＤＭＡフィールドの両方でデータが伝送され
ることが可能である。
【００２８】
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　ＯＦＤＭＡサブチャネルの直交特性は、高いＳＩＮＲおよび高いビット・レートの場合
に最も明らかであるシステム・性能の確かな利点をもたらす。一方、低ビット・レートの
場合、ＣＤＭＡは、より柔軟かつ堅牢であり、ＯＦＤＭＡとほぼ同等の性能を示す傾向が
あるため、一般により有利である。したがって、本発明者らは、ユーザが高いスペクトル
効率を達成できる場合、ＯＦＤＭＡ伝送を支持するようにＤＲＡ　Ｐｒｏｃｅｄｕｒｅを
設計した。
【００２９】
　ＤＲＡ　Ｐｒｏｃｅｄｕｒｅ　ｆｏｒ　Ｕｓｅｒｓに相当するものとして、基地局は、
ＤＲＡ　Ｐｒｏｃｅｄｕｒｅ　ｆｏｒ　Ｂａｓｅ　Ｓｔａｔｉｏｎと名付けられた工程を
含む工程のシーケンスを実行する。これらの工程はまた、以下に一覧される。
【００３０】
Ｄｉｓｔｒｉｂｕｔｅｄ　Ｒｅｓｏｕｒｃｅ　Ａｌｌｏｃａｔｉｏｎ　Ｐｒｏｃｅｄｕｒ
ｅ　ｆｏｒ　Ｕｓｅｒｓ
　（１）　パイロット出力を更新する。ＯＦＤＭＡおよびＭＣ－ＣＤＭＡデータ・フィー
ルドの場合は、Ｔ２Ｐバケット・レベルを更新する。
　（２）　必要とされる伝送速度ＴＲｒｅｑを推定する。この推定は、ユーザのキューに
入れられたパケットの現在のバックログ、キューに入れられたトラフィックの緊急性、お
よび本明細書において「伝送しきい値（ＴＴＸ）」と呼ばれるパラメータの値に基づく。
「緊急性」は、たとえば、目標待ち時間値に対する、パケットがキューで待機している時
間によって測定されうる。伝送しきい値は、実質的に、リソースの過剰な競合を回避する
ために使用される重みである。伝送しきい値は、キュー長さの関数、または個々のユーザ
のトラフィック需要などのトラフィック統計に関連する他の任意の特性あるいは特性の組
合せの関数であってもよい。伝送しきい値は、以下でさらに説明される。
　（３）　タイムスロットのＭＣ－ＣＤＭＡフィールドのＴｘＴ２Ｐ（つまり伝送Ｔ２Ｐ
）および対応する有効伝送速度（ＴＲｅｆｆ）を決定する。ＴＲｅｆｆ＞ＴＲｒｅｑであ
る場合、ＭＣ－ＣＤＭＡフィールドで伝送する。それ以外の場合は、次の工程に進む。Ｔ
ｘＴ２Ｐは、Ｔ２Ｐバケット・レベルおよび使用可能な送信電力に基づく。有効伝送速度
は、ＭＣ－ＣＤＭＡフィールドのみを使用してデータが効率的に伝送される速度である。
　（４）　ネットワークが異なる幅を有するサブチャネルを提供する場合、現在の伝送を
行うべきサブチャネル幅の範囲を決定する。この決定は、Ｔ２Ｐバケット・レベル、使用
可能な送信電力、および必要な伝送速度に基づく。各ユーザは、２つのユーザが同時に同
じ幅のサブチャネルを要求する場合に競合を回避するように配置された、サブチャネルの
個々の優先順位付けを有することができる。優先順位付けはまた、サブチャネル幅にわた
って広げてもよい。たとえば、好ましい無線伝搬条件を経験しているユーザは、狭いサブ
チャネルよりも広いサブチャネルを好む場合もある。
　（５）　これらの基地局からの信号が、最後のＫスロットに対して適切なサブチャネル
が空であったことを示す場合、そのサブチャネルを取得してそこで伝送する。それ以外の
場合は、次の工程に進む。複数のサブチャネルが空である場合、前述の優先順位付けに従
ってサブチャネルを取得する。
　（６）　伝送しきい値がアドバタイズされた伝送しきい値を超える場合は、リバース・
リンク競合チャネルにおいて、伝送しきい値および必要なサブチャネル幅を基地局に伝送
する。それ以外の場合は、伝送を行わない。アドバタイズされた伝送しきい値（ＴＴＸＡ

）は、基地局によってブロードキャストされる。実施例において、アドバタイズされた伝
送しきい値は、結果としてそのユーザにサブチャネルを割り当てた、ユーザによって報告
された最新の伝送しきい値である。この工程においてユーザの伝送をＴＴＸ＞ＴＴＸＡを
必要条件とすることにより、競合チャネル上の競合の量を軽減し、リソースの要求を調整
する。場合によっては、ＴＴＸＡが時として高過ぎることもあるので、サブチャネル要求
が適宜抑制される。その場合、基地局は、チャネル要求の適切なレートが再開されるまで
、逐次約数を取ることにより段階的にＴＴＸＡを減少させることができる。所与のサブチ
ャネルが空であることを基地局が示す１つの方法は、そのサブチャネルのＴＴＸＡをゼロ
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　（７）　競合チャネルで伝送した後、基地局がサブチャネルの許可を供給するのを待っ
てから、許可されたサブチャネルで伝送を行う。ユーザが現在サブチャネルで伝送中であ
り、続行する必要がある場合、ユーザは、競合なしで新しい伝送しきい値および要求を基
地局に送信する。そのような操作を「将来の要求の結合（ｐｉｇｇｙｂａｃｋ　ｏｆ　ｆ
ｕｔｕｒｅ　ｒｅｑｕｅｓｔｓ）」と呼ぶ。
　（８）　伝送しきい値、伝送パイロット出力、Ｔ２Ｐバケット・レベル、緊急度、およ
びその他の適切な変数を、新しいパケット到着、伝送した速度、および受信したリバース
・アクティビティ（ＲＡＥ）ビットを考慮して必要に応じて定期的に更新する。
【００３１】
Ｄｉｓｔｒｉｂｕｔｅｄ　Ｒｅｓｏｕｒｃｅ　Ａｌｌｏｃａｔｉｏｎ（ＤＲＡ）　Ｐｒｏ
ｃｅｄｕｒｅ　ｆｏｒ　Ｂａｓｅ　Ｓｔａｔｉｏｎ
　（１）　競合チャネルで受信した信号を復調し、それらから要求されているさまざまな
サブチャネル幅を決定して、さまざまな伝送しきい値を決定する。
　（２）　要求のキューで生じる最高伝送しきい値から始め、伝送しきい値の降順に進め
て、要求側ユーザにサブチャネルを割り当てる。要求されたサブチャネルが要求を満たす
ように使用可能ではない場合は、要求されている幅よりも小さい幅のサブチャネルを割り
当てる。
　（３）　サブチャネル割り当ての取得に成功したユーザのＭＡＣ－ＩＤをブロードキャ
ストする。割り当ておよびブロードキャストが、たとえばタイムスロットあたり１回行わ
れるように、サブチャネル割り当てをずらして交互にする。通常、サブチャネルが割り当
てられると、割り当ては、各々複数のタイムスロットに及ぶ、いくつかのサブフレームに
対して存続する。
　（４）　ブロードキャストにおいて、サブチャネルが割り当てられるようにした基地局
に報告された最新の伝送しきい値を反映させる。この工程は、たとえばタイムスロットあ
たり１回行われうる。
【００３２】
　以下の表１は、例示的な実施形態において、ユーザおよび基地局のＤＲＡ　Ｐｒｏｃｅ
ｄｕｒｅを実施するために必要なオーバーヘッド信号の部分リストを示す。
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【表１】

【図面の簡単な説明】
【００３３】
【図１】例示的な実施形態において本発明の実施に有用なリバース・リンク伝送のタイム
スロットを示す概念図である。



(10) JP 2008-546244 A 2008.12.18

【図１】



(11) JP 2008-546244 A 2008.12.18

10

20

30

40

【国際調査報告】
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